
Fig.1: Transfection and cell survival 

rates for each plasma source 

 
Fig.2: Electrophoresis patterns of 

plasmid for each plasma source 

 
Fig.3: Damage degree for each plasma 

source 
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プラズマによる遺伝子導入法における DNA 損傷評価 
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1. はじめに 

我々はプラズマ遺伝子導入法におけるプラズマ生成源について、アーク型に始まり、プラズマジェット

型及びキャピラリー電極型というように改良を行ってきた。その結果キャピラリー電極を用いて、Fig.1 に示

すように導入効率・生存率ともに向上させることができた[1-3]。本研究では、プラズマ照射による DNA 損

傷(DNA鎖切断)についてこれらのプラズマ生成装置別に比較した。 

2. 実験方法 

本研究では環状二本鎖構造をもつプラスミド DNA(pCX-EGFP, 

5.5kbp)を用いた。実験手順は以下の通りである。3.5cm ディッシュにプ

ラスミド溶液(0.033µg/μl, TE 希釈)を滴下し、各装置にセットした後プラ

スミド溶液にプラズマを照射した。照射時間や印加電圧波形はFig.1に

示す各装置での最高導入効率を実現する条件に設定した。プラズマ

照射後、ディッシュからプラスミドを回収しアガロースゲル電気泳動を

行い Fig.2 のようなバンド図を得た。いずれの条件でも DNA 切断のな

い CC(Closed circular)に加えて DNA 鎖が一本切断された OC(Open 

circular)のバンドが観測された。それぞれのバンド発光強度を定量化し、

両者の和に対する OCの比率より損傷度を算出した。 

3. 結果と考察 

Fig.3にそれぞれのプラズマ生成装置別の損傷度を示す。プラズマ非

照射の Control でも一定の損傷が存在しており、アーク型やキャピラリ

ー電極型プラズマ照射とさして変わらないと言える。また Fig.1 及び

Fig.3 よりキャピラリー電極型プラズマ源は他のプラズマ源に比べて導

入効率、生存率が高く、更に DNA損傷も抑えられている。 
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